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論文内容の要旨
黒リンはリンの同素体の l つであり，常温常圧下で最も安定であり， O.3eVのエネルギーギャップを持
った半導体で、ある。室温下で圧力を加える乙とによって半導体(斜方晶)から 4.2 GP a で半金属(菱面体相)








考え， 2 つの装置を開発し用いた， 1 つはガスを圧力媒体lζ用いた，ピストン・シリンダー型装置で， 3.3
GPa までの測定に使用した。それより高い圧力範囲では，新しい思想に基づいた固体液体混成方式によ
る液圧セルを開発し用いた。中性子の実験によれば， 1. 5GPa 下でX方向の縦波が 15%ソフト化する
とされていたが，今回の実験によれば常圧での値に対して，ほとんど変らないか，わずかしか減少しない
乙とが示された。乙れは音速変化の定量的な値を与えるものであり， X 線による圧縮データと合わせる乙













子非弾性散乱(1. 5GPa) や超音波 (0. 7G P a )による測定が行われてきたが，精度に問題があるとと
もに，圧力領域も低かった。




ないか，わずかな減少を示す結果が得られ，中性子実験による1. 5GPa での 1 59ぢのソフト化とは一致
しない。 y方向については顕著にソフト化する乙とが. z 方向。言に垂直方向〉については逆にハード化
が観測された。 1 ， 7 G Pa でいず、れの方向についても 特に Y方向において 顕著な異常が得られた。
すでに，この圧力では，エネルギー・ギャッフ。の消失に伴う金属転移(結晶の対称性の変化を伴わない)
が確認されているとともに，共有結合距離，角度等にも異常が見出されている。
以上のとおり，本論文は高圧下における黒リンの弾性的性質を明らかにするとともに，電子格子相互作
用について新しい知見を与えており，学位論文として価値あるものと認める o
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